
詩
に
お
け
る
韻
律
・
音
数
律
と
日
本
詩
歌

白

木

進

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
ご
こ
ろ

 
 
 
 
 
一
、
詩
の
発
生
詩
情
n
歌
心

 
詩
は
「
コ
ト
バ
」
よ
り
成
る
。
 
「
コ
ト
バ
」
に
成
る
以
前
ρ
詩
の
発
想
を
考

え
る
に
、

 
 
 
し
ょ

詩
経
関
雅
の
序
に
日
う
、

 
○
は
○
 
 
ゆ
ク
 

ル
ヲ
ニ
ス
○
ト
ス
ル
ヲ
ニ
ス
○
ト
 
 
キ
テ
 

ニ

 
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
。
発
言
為
詩
。
情
動
於
中
而

 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
あ
ら
ハ
ル
 
 
ニ

 
形
長
言
。

 
 
二
 
 
 
一

と
、
詩
情
と
詩
と
を
説
明
し
て
い
る
。
西
洋
流
に
い
え
ば
、

 
ポ
エ
ジ
ー
（
℃
o
⑦
。
。
邑
-
心
意
の
概
念
と
し
て
の
詩

 
バ
ー
ス
（
〈
O
目
◎
o
O
）
i
芸
術
と
し
て
表
現
さ
れ
た
詩

で
あ
る
。

萬
葉
集
（
巻
1
7
）
に
大
伴
家
持
は
、

鷺
驚
、
震
三
密
♂
黒
瀬
医
．
上
灘
夙
志
、

 
リ
テ
リ
 
 
ノ
 
 
ヲ
 
 
テ
ズ
 
 
 
 
ヲ

 
因
作
三
首
短
歌
、
以
散
薩
結
之
緒
耳
。

 
 
 
二
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
二
 
 
 
 
 
 
一

と
題
し
て
和
歌
（
町
営
）
を
詠
じ
、

古
今
集
の
序
（
紀
貫
之
）
に
は
い
う
、

 
 
 
 
 
 
 
（
イ
）
つ
○
○
○

 
や
ま
と
歌
は
ひ
と
の
心
を
種
と
し
て
よ
う
つ
の
言
の
葉
と
そ
な
れ
り
け
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O
 
O

 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
た
ご
こ
ろ

正
岡
子
規
は
こ
の
詩
情
を
歌
心
と
表
現
し
た
。

 
…
机
の
上
に
藤
を
活
け
た
る
、
い
と
よ
く
水
を
あ
げ
て
花
は
今
を
盛
り
の
有

 
様
な
り
。
艶
に
も
う
つ
く
し
き
か
な
と
ひ
と
り
ご
ち
つ
つ
そ
ぞ
ろ
に
物
語
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
昔
な
ど
し
ぬ
ば
る
る
に
つ
け
て
あ
や
し
く
も
歌
心
な
ん
催
さ
れ
け
る
。
…
…

と
序
し
て
、

 
瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぶ
さ
み
じ
か
け
れ
ば

 
 
 
 
 
た
た
み
の
上
に
と
ど
か
ぎ
り
け
り

に
始
ま
る
十
首
を
連
作
し
て
い
る
。
（
墨
汁
一
滴
、
明
治
3
4
年
4
月
2
8
日
の
条
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
や

 
凡
そ
人
の
心
に
生
じ
た
文
は
、
眼
色
に
現
わ
れ
て
絵
画
・
彫
刻
と
な
り
、
音

声
・
言
語
に
現
わ
れ
て
音
楽
・
文
学
と
な
り
、
動
作
に
現
わ
れ
て
舞
踊
と
な

る
。
こ
こ
に
詩
歌
の
位
置
を
求
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

 
あ
や

心
の
文
は
一

1
形
色
に
現
わ
れ
て
…
絵
画
・
彫
刻
・
建
築
…

音
声

言
語

に
現
わ
れ
て

…
音
楽

…
文
学

 
蓋
し
詩
歌
と
は
、

で
あ
り
、
高
揚
し
て
は
声
と
し
て
歌
い
、

 
 
 
 
 

て
は
手
の
舞
い
、

 
 
 
 
 
ハ

楽
記
に
、
詩
言
其
志
、

（
声
楽
・
器
楽
）

 
詩
 
歌

（
韻
文
・
散
文
）

一
動
作
に
現
わ
れ
て
…
舞
踊

 
 
「
心
中
の
感
動
が
一
定
の
形
式
で
表
現
ざ
れ
た
コ
ト
バ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
歌
は
手
拍
子
、
楽
器
を
伴
い
、
や
が

 
足
の
踏
む
所
を
知
ら
ぬ
境
地
に
も
達
す
る
。

ヒ
 
ノ
 
ヲ
 
 
○
ハ
ク
シ
ノ
 
ヲ
 
 
○
ハ
 
カ
ス
ノ
ヲ

 
 
 
 
歌
島
野
鳥
、
舞
動
其
容
。
ま
た
、
詩
序

二
 
 
 
一
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一
 
 
 
 
 
二
 
 
 
一

（20）



（
関
雅
）
に
日
う
・
詩
者
…
 
穿
ズ
辱

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
レ

ち
不
匙
．
。
醜
永
歌
ッ
之
。
。
永
甑
ソ
か
功
小
足
タ

 
一
レ
 
 
 
ニ
 

】
 
二
 

…
レ

 
 
 
ム
ヲ
 
ヲ

足
之
踊
之
也
。

 
 
 
一
レ

 
ニ
 

ス
ヲ
 
 
シ
テ

故
家
歎
之
。
嵯
歎

 
 
一
一
 
 
 
一
 
 
 
一
．

 
ル
 
 
ラ
 
 
 
 
 
 
ヒ
 
 
ヲ

不
知
手
量
舞
之
、

 
レ
 
ニ
 
 
 
 
 
レ

二
、
詩
に
お
け
る
韻
律
、
音
数
律

 
詩
の
発
生
、
形
成
を
右
の
如
く
観
ず
る
時
、
詩
は
歌
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

歌
は
韻
律
を
必
然
と
す
る
。

書
経
（
舜
典
）
に
日
う
、

 
 
ハ
 
ヒ
 
ン
 
 
 
バ
ク
ス
 
ヲ
 
 
ハ
 
ワ
 
キ
ニ
 
 
ハ
 
ス
 
ヲ

 
詩
言
志
謁
歌
永
言
。
声
依
永
、
律
和
声
。

 
 
 
レ
 
 
 
、
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ

こ
の
故
に
、
詩
は
古
よ
り

 
音
声
の
強
弱
（
音
調
、
平
灰
、
押
韻
…
）
の
規
制

 
音
声
の
数
（
音
数
、
字
数
、
句
数
…
）
の
制
限

が
行
わ
れ
る
。

Oり

p
詩
の
場
合

 
英
語
に
於
て
一
般
的
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
重
要
な
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ま

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
ト
レ
ス

た
詩
に
は
リ
ズ
ム
の
上
の
強
勢
が
必
須
で
あ
る
。
詩
の
行
に
お
け
る
音
節
の
強

 
 
ミ
 
タ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
ツ
ト

弱
は
律
格
と
言
わ
れ
る
が
、
之
に
四
つ
の
詩
脚
が
あ
る
。

 
1
弱
強
格
 
 
 
 
 
2
強
弱
格

 
 
 
（
冨
］
8
げ
自
。
。
）
 
 
 
 
 
（
窪
o
o
ゲ
。
①
）

 
3
弱
々
強
格
 
 
 
4
強
弱
々
格

 
 
 
（
舜
。
昌
鋤
℃
p
⑦
ω
酔
）
 
 
 
（
魯
o
q
一
）

ま
た
こ
の
詩
脚
が
一
行
の
中
に
幾
つ
あ
る
か
で
詩
の
種
類
も
定
ま
る
。
通
常
は

詩
に
お
け
る
韻
律
・
音
数
律
と
日
本
詩
歌

次
の
八
つ
で
あ
る
。

1
一
歩
格

2
二
歩
格

3
三
歩
格

4
四
歩
格

5
五
歩
格

6
六
歩
格

7
七
歩
格

8
八
歩
格

H
P
O
旨
O
ヨ
Φ
酔
O
目

象
日
Φ
8
同

け
H
 
ヨ
O
け
O
吋

け
Φ
け
H
節
8
0
け
⑦
同

℃
Φ
け
け
讐
B
①
叶
O
H

げ
O
図
蝉
ヨ
⑦
酔
⑦
同

げ
。
℃
富
ヨ
2
寓

O
O
け
9
日
O
叶
⑦
増

こ
の
八
種
の
数
と
上
述
の
四
種
の
詩
脚
と
を
組
合
わ
せ
る
と
、
三
十
二
通
り
の

詩
行
が
で
き
る
。

而
し
て
各
行
に
交
互
に
、
或
い
は
二
行
、

あ
る
。
例
を
あ
げ
る
。

 
（
一
）
♂
日
げ
一
〇
日
。
ロ
。
ヨ
⑦
8
H

 
 
 
 
（
岨
岨
d
挫
～
一
臆
w
叢
）

↓
ゲ
葛
 
凶

霊
。
。
。
。
げ
剛

》
ロ
幽
岳
①
”

》
ω
 
O
づ
o

d
ゴ
犀
け
α
≦
昌

諺
昌
鎚
σ
q
O
昌
ρ

げげげ

一
＝
Φ
護
一
〇
劉
§
o
遷
ミ
恥

 
織
驚
篭
匙
ミ
ミ
蕊
壽
鳴
ミ
ミ
・

 
 
 
 
ラ
イ
ム

三
行
毎
に
脚
韻
を
持
つ
の
が
普
通
で

（21）



（
国
）
 
＝
霞
。
ざ
o
o
目
覧
⑦
け

 
・
日
ゲ
α
H
o
毒
9
1
ω
＼
似
蹄
B
o
＼
≦
ゲ
α
⇔
国
学
＼
口
似
噂
ω
。
。
竿
＼
振
昌
け
臣
H
Φ

 
 
2
0
旨
①
口
＼
も
。
お
。
署
⑦
山
＼
爵
Φ
旨
。
亘
p
I
＼
鍵
げ
σ
q
9
＼
0
9
ゆ
話
旧

 
 
≦
ゲ
⑦
u
o
o
づ
i
＼
。
。
9
0
d
。
慶
。
｛
＼
⇔
o
山
節
ロ
＼
α
q
霞
坤
。
旨
＼
げ
。
♂
毒

 
 
ω
プ
⑦
8
眉
℃
Φ
山
＼
鋤
。
δ
目
魁
1
＼
o
櫛
℃
、
島
b
団
同
＼
鋤
I
B
達
＼
o
｛
の
u
o
毛
．

 
（
目
）
 
ω
ゲ
⇔
犀
⑦
。
駐
唱
①
母
Φ
”
。
。
。
。
o
口
口
9

 
 
甫
ゲ
⑦
昌
8
け
ゲ
①
。
。
①
の
。
。
一
〇
昌
ω
o
｛
。
。
毒
。
Φ
け
ω
出
Φ
昌
魯
夢
。
蝿
α
Q
窪
 
 
螢

 
 
H
ω
q
］
日
日
。
昌
伍
娼
目
。
日
Φ
日
び
目
簿
p
o
o
o
h
け
ぼ
昌
σ
q
ω
唱
鋤
。
。
計
 
 
 
げ

 
 
H
o
。
お
ゲ
↓
ゲ
①
一
毬
犀
。
｛
旨
鋤
昌
団
鋤
峠
ず
ぱ
σ
q
一
。
。
o
ロ
σ
q
ゲ
計
 
 
 
 
⇔

 
 
角
づ
山
≦
搾
ゲ
。
匡
芝
o
o
ω
ロ
Φ
≦
≦
巴
一
ヨ
同
傷
Φ
母
臨
ヨ
⑦
．
ω
≦
⇔
ω
8
び

 
 
↓
げ
⑦
昌
．
o
Q
昌
一
脅
。
≦
口
9
昌
Φ
団
ρ
環
ロ
葛
、
α
8
自
。
き
 
 
 
o

 
 
団
霞
鷺
0
9
0
葛
マ
δ
昌
蔵
相
山
ぎ
山
①
讐
ゲ
、
の
山
p
。
仲
巴
Φ
ω
ω
巳
σ
q
窪
．
山

蝉
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
 
b
ロ
畠
≦
Φ
①
℃
鎖
律
Φ
ω
ザ
δ
ぐ
⑦
、
の
一
〇
昌
σ
q
-
。
陰
ぎ
。
①
6
鋤
φ
o
①
＝
．
畠
妻
O
o
o u' cr

  

@H

一
 
 
 
 
 
 
 
☆

｛
 
 
 
 
 
 
袖

  

@
露
…
一
一
量
一
…
諄
曇
」

  

@
葬
一
将
蝶
墨
隈
兼
。
讐
総
づ
ρ
 
昭

  

@
葬
馨
餌
馨
。
賑
羅
露
蝶
寵
．
露
、
。
P
 
誌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
σ
・
7

 
 
 
 
ゆ
β
汁
鵠
酔
げ
Φ
≦
げ
出
。
耀
け
ぼ
昌
犀
o
u
け
ゲ
o
ρ
自
⑦
二
日
ヰ
一
Φ
昌
負

亘
≧
＝
。
ω
ω
ー
ー
①
．
．
ミ
山
巨
．
．
一
≦
．
．
Φ
轟
 
 
σ
q

 皿
は
四
行
一
聯
詩
で
O
。
≦
娼
興
作
。
最
も
多
い
五
二
脚
の
弱
価
格
。
二
行
毎
に

く脚
韻
を
持
つ
。

 
ラ
 
 
ソ
ネ
ッ
ト

皿
は
十
四
行
詩
。
十
四
行
詩
ば
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
能
く
し
た
と
言
わ
れ
、
a

畠
（
 
b
a
b
c
d
c
d
e
f
e
f
9
9
型
が
最
も
普
通
で
あ
る
。

 
右
の
如
く
、
音
節
の
強
弱
を
一
定
に
排
列
す
る
こ
と
、
詩
脚
の
数
、
脚
韻
な

ど
が
英
詩
で
は
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
 
（
脚
韻
を
欠
く
無
韻
詩
も
あ
る
。
）

回
漢
詩
の
場
合

 
文
心
立
龍
（
梁
の
飛
龍
）
に
は
詩
を
分
類
し
て
、

 
騒
 
詩
 
楽
府
 
賦
 
類
 
讃
 
祝
 
盟
 
銘
 
箴
 
諌
 
碑
 
哀
 
弔

 
封
禅

と
し
て
い
る
が
、
何
れ
も
知
計
、
押
韻
が
厳
し
く
、
六
朝
以
後
は
特
に
甚
し
い
。

．
詩
体
、
押
韻
、
平
灰
を
略
述
す
る
と
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ぎ
う
た

古
詩
の
例
 
書
経
益
櫻
篇
の
贋
歌

 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

。
股
肱
喜
哉
 
 
 
元
首
起
哉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
元
首
明
哉
 
 
 
股
肱
良
哉

 
 
 
 
△
 
 
 
 
 
 
 
△

 
元
首
叢
脛
哉
 
 
股
肱
惰
哉

 
 
四
言
三
章
よ
り
成
る
。

 
漢
詩
は
四
言

言
が
整
い
、
五
言
と
七
言
の
絶
句

し
て
発
達
し
た
。
例
え
ば

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
七
絶
平
起
（
正
格
）

 
 
 
 
 
 
韻
 
 
 
 
 
 
 
（

0
0
0
●
●
○
○
（
起
）

①
●
㊤
0
0
●
●
（
転
）

 
な
お
字
音
の
変
遷
は
次
の
通
り
。

 
宋
斉
以
前
 
五
音
 
宮
 
 
商

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
一

 
斉
梁
以
後
 
四
声
 
上
平
 
下
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平

 
O
 
 
O

 
 
む

百
工
煕
哉

 
 
 

庶
事
康
哉

 
 
△

萬
事
堕
哉

     
皐皐帝
陶陶舜
） ） ）

（
中
国
語
は
一
字
一
言
）
が
周
に
成
り
、
漢
に
五
言
、
唐
に
七

 
 
 
 
 
 
 
（
四
句
）
、
律
詩
（
八
句
）
が
中
心
形
式
と

 
 
 
 
 
 

式
の
平
○
灰
●
と
押
韻
は

 
 
 
 
 
（
 
 
韻

 
①
●
①
○
●
●
○
（
承
）

 
 
 
 
 
 
 
韻

 
●
0
0
●
●
○
○
（
結
）

四。

声。

は

康
煕
字
典
に
説

斉宋
梁斉
以以
後前

四五
声音

習平声宮

百1レ商

灸
  上一髪
 

＿分灰去一羽
一四

＿声 入一角
塗
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平
声

上
声

去
声

入
声

カ
ニ
 
ヒ
 
 
シ

平
道
莫
低
昂

 
 
 
ニ

ク
 
ビ
 
 
 
ニ
 
ゾ

高
呼
猛
烈
強

 
 
ニ
 
 
 
ニ
 
 
フ

分
明
哀
遠
道

 
 
ニ
 
 
ニ
 
 
 
ス

短
促
急
収
蔵

ア
ク
セ
ン
ト
無
し

｝
…
一

㈲
日
本
の
詩
歌

＠
言
語
の
性
質
上
、
韻
律
の
駆
使
は
困
…
難

 
上
述
の
如
く
、
詩
は
韻
文
で
あ
り
、
韻
律
は
詩
の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
が
、

 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

 
日
本
語
は
開
音
節
語
（
母
音
が
後
に
つ
い
て
終
る
）
で
あ
り
、
母
音
の
数
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
粗
く
少
数
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
言
語
の
性
質
上
、
頭
声
（
双
声
、
重
言
な
ど

 
も
含
ん
で
）
の
工
夫
は
兎
も
角
、
脚
韻
を
自
在
に
駆
使
す
る
は
不
可
能
に
近

、
い
。

 
 
頭
声
を
揃
え
た
例

 
K
 
 
 
 
 
 
K
 
 
 
 
 
 
 
 
 
K
 
 
 
 
 
 
 
 
K

O
小
諸
な
る
 
古
城
の
ほ
と
り
 
雲
白
く
 
遊
子
悲
し
む
（
藤
村
）

 
H
 
 
 
 
 
 
 
 
H
 
 
 
 
 
 
H

O
人
選
み
し
て
 
一
人
な
り
 
花
の
蔭
（
一
茶
）

 
こ
れ
ら
は
意
識
し
て
作
為
し
た
の
か
、
或
い
は
結
果
的
に
そ
う
な
っ
た
の

 
か
。
ま
た
こ
れ
あ
る
が
故
に
詩
の
価
値
を
高
め
る
と
も
言
え
な
い
。

 
 
漢
詩
の
体
に
近
く
、
押
韻
の
あ
る
詩

 
 
 
 
 
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

○
丹
波
雪
ぐ
に
 
積
ら
ぬ
さ
き
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
連
れ
て
お
出
で
や
れ
 
う
す
雪
に

 
柳
田
国
男
氏
は
右
を
引
い
て
言
う
、

 
 
は
っ
き
り
と
韻
が
沈
ん
で
あ
っ
て
ま
こ
と
に
好
い
歌
だ
。
 
（
雪
国
の
風

 
 
俗
、
後
書
き
「
雪
国
の
話
」
の
3
ぺ
）

詩
に
お
け
る
韻
律
・
音
数
律
と
日
本
詩
歌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
伊
勢
は
津
で
も
つ
 
津
は
伊
勢
で
も
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
尾
張
名
古
屋
は
 
サ
サ
 
城
で
も
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○
坂
は
照
る
照
る
 
鈴
鹿
は
曇
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
あ
い
の
土
山
 
サ
サ
 
雨
が
降
る

 
塩
谷
温
氏
（
支
那
文
学
概
論
講
話
莇
ぺ
）
い
う
、

 
 
よ
く
起
承
転
結
の
法
に
か
な
い
、
韻
も
七
言
絶
句
そ
の
ま
ま
で
、
立
派
な

 
 
邦
文
絶
句
だ
。

㈲
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

 
西
洋
流
の
ア
ク
セ
ン
ト
、
中
国
語
の
四
声
に
匹
敵
す
る
呼
気
の
強
弱
に
よ
る

語
勢
は
日
本
語
に
は
見
ら
れ
ず
、
僅
か
に
声
帯
振
動
数
の
多
少
に
よ
る
高
抵
が

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
だ
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
と
て
も
地
方
差
が
甚
し
く
、
同

一
語
が
東
西
で
逆
な
場
合
も
珍
し
く
な
く
、
現
在
で
は
詩
の
標
準
的
韻
律
と
は

な
り
得
な
い
。

三
、
日
本
詩
歌
の
音
数
律

 
上
述
の
如
く
、
日
本
語
は
開
音
節
語
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
不
確
実
で
あ

り
、
詩
歌
に
韻
律
を
利
用
す
る
は
困
難
で
範
囲
も
狭
い
。
故
に
専
ら
音
（
字
・

句
）
の
数
を
整
え
、
く
り
返
し
を
用
い
、
 
（
特
に
末
句
に
多
い
。
一
種
の
押
韻

と
も
な
る
。
）
又
合
の
手
を
入
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
音
数
律
に
頼
っ
た
。

ω
歌
体
の
大
要

 
上
世
伝
調
時
代
の
「
謡
わ
れ
た
歌
」
は
逸
し
て
多
く
は
伝
わ
ら
ぬ
が
、
そ
れ

で
も記

習
紀
響
（
記
紀
合
わ
せ
て
智
の
う
ち
、
共
通
す
る
も
の
肛
首
）

C23）



 
を
始
め
、
古
風
土
記
2
8
首
、
古
語
拾
遺
3
首
、
そ
の
他
が
あ
り
、
概
要
は
知

 
ら
れ
る
。

古
い
歌
は
句
数
も
ま
ち
ま
ち
で
、

 
二
句
 
あ
な
に
や
し
、
え
を
と
こ
を
（
記
上
）
 
 
 
 
 
 
 
五
、
五

 
 
 
 
は
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 
三
句
 
愛
し
げ
や
し
、
わ
ぎ
家
の
方
よ
、
雲
居
立
ち
来
も
（
叢
話
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
片
歌
五
、
七
、
七

 
 
 
 
浜
つ
千
鳥
、
浜
よ
は
行
か
ず
、
磯
伝
ふ
（
唐
言
）
 
 
六
、
七
、
五

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
も

 
四
句
 
え
み
し
を
、
一
人
百
な
人
、
人
は
い
へ
ど
も
、
た
む
か
ひ
も
せ
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
紀
三
）
四
、
八
、
七
、
七

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ラ
ラ

 
五
句
 
短
歌
体
 
 
 
 
例
略
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
七
五
七
七

 
六
句
 
旋
頭
歌
体
 
 
 
〃
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
七
七
、
五
七
七

 
 
 
 
佛
足
跡
歌
体
 
 
〃
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
七
、
五
七
、
七
七

 
七
句
以
上
 
長
歌
体
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
五
七
、
五
七
、
…
、
五
七
七

な
ど
あ
る
が
、
一
句
の
音
数
は
漸
次
五
と
七
と
に
固
ま
り
、
歌
体
は
や
が
て
短

歌
形
に
落
ち
つ
く
。
即
ち

置
O
瞭
り
お
O
畔
e

謁
甥
舜

畑
鐸
 
 
Φ
曝

画
題
 
㊤
お
O
畔

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
八
代
集
の
工
数
は
国
歌
大
観
に
拠
る
）

と
な
り
、
五
七
五
七
七
の
話
劇
短
歌
形
が
わ
が
国
民
性
に
合
っ
た
の
か
、
好
情

の
形
式
と
し
て
喜
ば
れ
、
日
本
歌
謡
の
中
心
形
式
と
な
っ
た
。

 
な
お
五
七
五
の
三
句
の
形
式
は
室
町
以
降
に
俳
階
（
俳
句
）
と
な
り
、
更
に

 
そ
の
亜
流
川
柳
狂
句
な
ど
と
し
て
栄
え
る
。

 
之
に
は
五
句
形
式
の
和
歌
が
、
古
今
以
後
に
七
五
調
（
当
然
三
句
で
切
れ
る

 
こ
と
に
な
り
、
上
の
句
、
下
の
句
に
分
か
れ
る
。
）
と
な
っ
た
事
の
影
響
も

 
あ
ろ
う
。

 
俳
句
は
世
界
的
に
も
稀
な
短
詩
形
と
し
て
面
白
い
が
、
形
が
停
り
に
も
単
純

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
む

 
で
音
律
的
技
巧
を
施
す
絵
地
に
は
乏
し
く
、
た
め
に
別
に
季
題
や
切
字
な
ど

 
の
工
夫
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

＠
調
子
 
五
七
調
か
ら
七
五
調
へ

 
一
句
は
五
音
と
七
音
に
結
集
し
た
が
、
歌
の
調
は
萬
葉
は
五
七
、
五
七
、
七

で
あ
り
、
古
今
は
五
七
五
、
七
七
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
五
七
調
は
萬
葉
時
代
ま

で
に
整
い
、
古
今
以
後
は
七
五
調
に
転
じ
て
今
日
に
至
る
。

 
五
七
か
ら
七
五
へ
の
転
調
に
つ
い
て
、
藤
田
徳
太
郎
氏
は
田
辺
尚
雄
氏
の
所

論
を
引
き
つ
つ
、
次
の
如
く
説
く
。
 
（
日
本
歌
謡
の
展
開
1
4
～
5
ぺ
）

 
「
…
歌
を
連
続
的
に
歌
ひ
続
け
る
と
云
ふ
事
は
到
底
不
可
能
な
事
で
、
間
に

 
休
止
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
か
く
て
歌
詞
の
部
分
と
休
止
の
部
分

 
と
が
出
来
て
来
る
。
此
所
に
於
て
、
四
拍
子
に
し
て
も
、
三
拍
子
に
し
て

 
も
、
あ
る
拍
子
、
あ
る
リ
ズ
ム
を
以
て
進
行
し
て
み
る
音
楽
の
間
に
、
歌
詞

 
と
休
止
と
の
交
錯
す
る
事
に
よ
っ
て
、
必
然
的
に
、
歌
詞
の
形
式
は
、
五
音

 
節
ま
た
は
七
音
節
に
限
定
せ
ら
れ
て
来
る
。
例
え
ば
、
四
拍
子
に
於
て
、

 
（
●
休
止
の
部
分
 
○
歌
詞
の
部
分
）

 
 
一
●
㊤
○
〇
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
〇
〇
●
二

 
か
く
の
如
き
形
で
、
音
楽
が
進
行
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
然
的
に
五
七

 
の
形
態
を
生
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
歌
詞
と
歌
詞
と
の
間
に
休
止
が
入
り
、

 
ま
た
、
未
開
人
の
原
始
的
音
楽
に
あ
っ
て
は
、
初
め
に
休
止
で
起
る
も
の
が
多

 
い
か
ら
、
最
初
に
、
二
拍
の
休
止
を
も
っ
て
初
ま
っ
た
此
の
四
拍
子
四
小
節

（24）



 
よ
り
成
る
音
楽
の
形
式
が
、
無
限
の
同
一
リ
ズ
ム
の
反
復
よ
り
成
る
原
始
音

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
楽
に
於
て
進
行
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
所
謂
五
七
調
の
発
生
を
見
る
事

 
と
な
る
。
然
る
に
、
文
明
人
の
進
歩
し
た
音
楽
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
と
反
対

 
に
最
初
か
ら
歌
詞
を
も
っ
て
起
り
、
後
に
休
止
を
置
く
。
か
く
し
て
、

 
 
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
〇
〇
〇
一
〇
㊦
O
◎
＝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
と
云
ふ
、
前
と
は
反
対
の
形
式
に
よ
っ
て
、
七
五
調
の
発
生
を
見
る
。
こ
う

 
い
う
田
辺
尚
雄
氏
の
所
説
は
、
民
族
芸
術
大
観
の
楽
譜
に
就
い
て
見
て
も
、

 
裏
書
き
せ
ら
れ
る
。
さ
う
し
て
、
原
始
的
素
朴
な
上
代
の
歌
謡
が
五
七
形
態

 
で
あ
り
、
文
化
の
発
達
し
た
、
平
安
朝
以
後
の
歌
謡
が
七
五
形
態
で
あ
る
の

 
も
、
こ
の
点
か
ら
解
釈
せ
ら
れ
る
と
思
ふ
。
し

の
日
本
詩
歌
の
基
調
を
な
す
五
音
、
七
音
に
つ
い
て

 
日
本
詩
歌
の
句
は
、
な
ぜ
に
五
音
、
七
音
に
落
ち
つ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
宣
長
は
端
的
に
、

 
「
五
言
、
七
言
は
自
然
の
妙
也
。
」

と
説
く
。
石
上
私
淑
言
（
上
巻
）
に
日
う
、

 
問
云
、
詞
の
ほ
ど
よ
く
と
と
の
ひ
て
、
あ
や
あ
る
と
は
い
か
な
る
を
い
ふ
ぞ
。

 
答
云
、
…
大
方
五
言
七
言
に
と
と
の
ひ
た
る
が
、
古
今
雅
俗
に
わ
た
り
て
程

 
よ
き
な
り
。
さ
れ
ば
昔
の
歌
も
、
今
の
は
や
り
小
歌
も
、
み
な
五
言
七
言
な

 
り
。
是
自
然
の
妙
也
。
…
あ
る
ひ
は
五
言
を
四
言
又
は
忍
言
に
よ
み
、
七
言

 
を
六
言
詳
言
に
よ
め
る
こ
と
も
お
ほ
け
れ
ど
、
そ
れ
も
み
な
う
た
ふ
時
は
、

 
た
ら
ざ
る
を
ば
節
を
永
く
し
て
こ
れ
を
足
し
、
あ
ま
れ
る
を
ば
節
を
つ
づ
め

 
て
み
じ
か
く
う
た
ひ
て
、
み
な
五
言
七
言
の
調
に
か
な
へ
て
歌
へ
る
も
の

 
な
れ
ば
、
三
言
四
言
さ
言
口
八
言
も
、
う
た
ふ
所
は
み
な
五
言
と
七
言
の
調
な

り
。
…
五
言
七
言
は
人
の
詞
の
程
よ
ぎ
也
。

詩
に
お
け
る
韻
律
・
音
数
律
と
日
本
詩
歌

惟
う
に
五
音
七
音
は
、
日
本
人
に
と
り
句
切
れ
の
よ
い
長
さ
で
あ
る
。
嘗
て
和

歌
の
音
調
を
整
え
た
「
枕
詞
」
も
五
音
で
あ
っ
た
。
一
言
一
句
の
長
さ
が
自
ら

五
音
七
音
に
ま
と
ま
る
の
は
、
臼
本
語
そ
の
も
の
の
性
格
な
の
で
あ
ろ
う
。

 
い
ま
日
本
詩
歌
の
詩
脚
と
し
て
の
単
位
を
求
め
れ
ば
、
二
音
と
三
音
の
二
つ

と
な
ろ
う
。
 
（
一
音
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
節
奏
を
作
り
得
ぬ
。
）
五
音
と
は
二

音
十
三
音
、
ま
た
は
三
音
十
二
音
で
あ
り
、
七
音
は
こ
れ
に
更
に
二
音
が
加
つ

た
も
の
。
歌
う
コ
ト
バ
と
し
て
は
、
二
音
三
音
で
は
短
か
く
、
九
音
十
音
を
超

え
て
は
長
く
、
よ
っ
て
自
然
に
日
本
語
の
性
格
に
か
な
っ
た
五
音
七
音
に
落
ち

つ
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 付
日
本
の
詩
や
音
楽
に
、
日
本
語
の
リ
ズ
ム
を
見
出
す
試
み

（ 
兼
常
清
佐
博
士
は
嘗
て
新
聞
紙
上
の
詩
評
で
、

 
「
ニ
ホ
ン
で
は
言
語
学
で
さ
え
も
ま
だ
文
字
の
学
問
で
あ
る
。
詩
は
た
だ

 
紙
の
上
で
の
散
文
の
行
分
け
書
き
で
あ
る
。
そ
し
て
ニ
ホ
ン
語
に
は
ラ
イ

 
ム
も
フ
ス
（
足
）
も
な
く
、
詩
に
な
り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か

 
し
そ
う
い
う
前
に
、
ニ
ホ
ン
語
を
音
と
し
て
も
一
度
考
え
て
み
た
ら
ど
う

 
だ
ろ
う
。
…
…
詩
人
は
そ
の
詩
を
文
字
に
書
く
代
り
に
、
大
声
を
あ
げ
て

 
わ
れ
わ
れ
に
読
ん
で
聞
か
せ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
…
…
ニ
ホ
ン
の
詩

 
人
た
ち
よ
、
音
の
世
界
に
帰
れ
。
」

 
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
4
1
、
1
、
1
6
号
）
は
「
山
田
白
搾
の
死
」
を
と
り
上

 
げ
て
、

 
「
ヨ
亡
夫
蝉
、
パ
の
音
楽
は
規
則
的
な
強
弱
の
く
り
返
し
で
拍
子
を
き
め
て

 
い
る
が
、
日
本
の
伝
統
リ
ズ
ム
は
そ
う
で
な
い
。
そ
れ
に
気
づ
い
た
の
は

 
か
れ
（
山
田
耕
搾
4
0
、
1
2
、
2
9
残
）
が
最
初
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
れ
が
い （25）



■

ち
ば
ん
苦
心
し
た
の
は
、
日
本
的
な
旋
律
を
、
日
本
語
の
抑
揚
か
ら
底
接

に
導
き
出
そ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
 
（
4
8
ぺ
）

四
、
定
形
詩
と
自
由
詩

 
詩
情
を
現
わ
す
コ
ト
バ
は
、
制
約
が
あ
る
故
に
、
集
中
さ
れ
、
節
約
さ
れ
ね

ば
な
ら
ず
、
一
語
一
語
が
洗
錬
さ
れ
彫
琢
さ
れ
、
珠
玉
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
こ

に
美
し
い
詩
語
が
生
ま
れ
、
藩
蓄
が
包
蔵
さ
れ
、
詩
形
も
自
ら
固
定
す
る
。

 
然
る
に
何
時
の
世
も
、
当
代
人
が
当
代
の
詩
情
を
表
現
す
る
に
は
、
当
代
語

（
口
語
）
に
如
く
は
な
い
。
定
形
や
伝
統
に
と
ら
わ
れ
て
は
不
自
由
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

こ
こ
に
自
由
化
、
口
語
化
の
運
動
が
起
こ
る
。
長
詩
か
ら
出
た
「
今
様
」
 
（
平

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 

安
朝
-
七
五
、
七
五
、
七
五
、
七
五
）
や
、
短
詩
か
ら
派
生
し
た
「
都
々
逸
」
（

江
戸
期
-
七
七
、
七
五
）
な
ど
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
類
型
（
例
え
ば
俳
句
）

に
止
っ
て
い
て
も
、
在
来
の
形
を
破
る
も
あ
り
、

○
分
け
入
れ
ば
 
水
音
（
五
、
四
、
）
山
頭
火

○
な
が
い
毛
が
 
し
ら
が
（
五
、
三
、
）
〃
（
草
木
塔
）

或
い
は
又
外
来
の
詩
形
に
接
し
、
之
を
模
倣
し
よ
う
と
す
る
運
動
も
起
こ
る
。

 
明
治
の
新
体
詩
抄
に
、
矢
田
部
尚
今
は
日
う
、

○
我
邦
人
ノ
従
来
平
常
ノ
語
ヲ
用
ヒ
テ
詩
歌
ヲ
作
ル
コ
ト
ナ
キ
ヲ
嘆
シ
西
洋
ノ

 
風
二
模
シ
テ
一
種
新
体
ノ
詩
ヲ
作
り
出
セ
リ

然
し
生
ま
れ
た
ま
ま
の
自
由
詩
、
口
語
詩
は
、
詩
語
と
し
て
は
未
だ
洗
錬
が
足

ら
ず
、
奥
行
も
浅
い
の
で
、
多
く
は
亡
び
て
行
く
が
、
た
ま
た
ま
勝
れ
て
、
且

つ
人
心
に
投
じ
た
も
の
は
成
長
し
、
そ
し
て
そ
れ
な
り
に
何
時
し
か
古
典
化

し
、
定
形
化
し
て
行
く
。
一
方
コ
ト
バ
は
刻
々
流
転
し
て
息
ま
ず
、
か
く
て
自

由
詩
、
口
語
詩
の
運
動
も
永
久
に
く
り
返
さ
れ
る
。
 
（
4
1
、
4
、
四
稿
）

（26）


